
オペレーティングシステムまたはハイパー

バイザのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入した場合、オペレーティングシステム
またはハイパーバイザをインストールする必要があります。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール方法, 1 ページ

• KVMコンソール, 2 ページ

• PXEインストールサーバ, 4 ページ

• ホストイメージのマッピング, 5 ページ

• VMware vSphereHypervisorのダウンロードとインストールの基本的なワークフロー, 10 ペー
ジ

• サーバのブート順の設定, 13 ページ

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイン

ストール方法
Eシリーズサーバではいくつかのオペレーティングシステムおよびハイパーバイザがサポートさ
れます。インストールされるプラットフォームに関係なく、次のいずれかの方法を使用してサー

バにインストールできます。

• KVMコンソール

• PXEインストールサーバ
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•ホストイメージのマッピング

仮想ドライブをマッピングするには、1つの方法だけを使用する必要があります。たとえば、
KVMコンソールまたはホストイメージのマッピングのいずれかを使用する必要があります。
方法を組み合わせて使用すると、サーバが未定義の状態になります。

注意

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウスの直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リモートの
場所からサーバに接続できます。サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッ
ピードライブを使用する代わりに、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮
想 CD/DVDドライブまたはフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたは
ディスクイメージファイルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用し、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをサーバにインス
トールし、次の操作を行えます。

•ブートアップ時に F2を押すと、BIOSセットアップメニューにアクセスできます。

•ブートアップ時に F8を押すと、CIMC設定ユーティリティにアクセスできます。

•ブートアップ時に Ctrlキーと Hキーを押すと、WebBIOSにアクセスして RAIDを設定でき
ます。

KVM コンソールによるオペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザのインストール

はじめる前に

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクまたはディスクイメー

ジファイルの場所を確認します。
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VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （11ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクを CD/DVDドライブ
にロードするか、ディスクイメージファイルをコンピュータにコピーします。

ステップ 2 CIMCを開いていない場合は CIMC GUIにログインします。

ステップ 3 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 6 KVMコンソールの [Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Media]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。
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•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクが含まれている
CD/DVDドライブの [Mapped]チェックボックスをオンにします。

• [Add Image]をクリックし、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストー
ルディスクイメージに移動してこれを選択します。[Open]をクリックしてディスクイメー
ジをマウントし、マウントされたディスクイメージの [Mapped]チェックボックスをオンに
します。

インストールプロセス中は [Virtual Media]タブを開いたままにする必要があります。
タブを閉じると、すべての仮想メディアのマッピングが解除されます。

（注）

ステップ 8 仮想 CD/DVDドライブがブートデバイスになるようにブート順を設定します。
ブート順序を設定するには、サーバのブート順の設定, （13ページ）を参照してください。

ステップ 9 サーバをリブートします。

サーバを再起動すると、仮想 CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残り
のインストールプロセスについては、インストールしているプラットフォームのインストレー

ションガイドを参照してください。

ステップ 10 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後もディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバをインストールする

手順については、適切なオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照し

てください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムにドライバをインストールする手順については、
Microsoft Windows Server用ドライバのインストール, （8ページ）を参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定に戻します。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所からオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをブートおよびインストールでき

ます。この方法を使用するには、PXE環境が設定されていて、VLAN（通常は専用のプロビジョ
ニングVLAN）で使用できるようになっている必要があります。さらに、サーバがネットワーク
からブートするように設定されている必要があります。サーバは、ブートすると、PXE要求を
ネットワーク経由で送信します。PXEインストールサーバは、この要求に応答確認し、サーバに
オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールするイベントのシーケンスを開

始します。

PXEサーバでは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用してオペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールできます。また、独自のディスク

イメージを使用して、プラットフォーム、追加コンポーネント、またはアプリケーションをイン

ストールすることもできます。
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PXEインストールは、多数のサーバにプラットフォームをインストールする場合に効率のよい
方法です。ただし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを
考えると、他のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）

PXE インストールサーバによるオペレーティングシステムまたはハイ
パーバイザのインストール

はじめる前に

VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。

VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （11ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 PXEのブート順を最初に設定します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしているオペレーティング

システムまたはハイパーバイザのインストレーションガイドを参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、LANのブート順を元の設定に戻します。

ホストイメージのマッピング
ホストイメージのマッピング機能を使用すると、ホストイメージのダウンロード、マッピング、

マッピング解除、または削除を行えます。リモート FTPまたはHTTPサーバから CIMC内部リポ
ジトリに、MicrosoftWindows、Linux、VMwareなどのホストイメージをダウンロードし、そのイ
メージを Eシリーズサーバ内の USBコントローラの仮想ドライブにマッピングします。イメー
ジをマッピングした後に、イメージがマウントされた仮想ドライブを最初にブートされるドライ

ブとしてブート順を設定し、サーバをリブートします。ホストイメージのファイル拡張子は .iso
または .imgである必要があります。
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ホストイメージのマッピング機能では、診断イメージをダウンロードし、マウントすることもで

きます。診断イメージのファイル拡張子は .diagである必要があります。

ホストイメージのマッピング

はじめる前に

• CIMCに admin特権を持つユーザとしてログインします。

•適切なサードパーティからホストイメージファイルを取得します。

VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （11ページ）を参照してください。

（注）

アップデートがすでに処理中であるときにイメージのアップデートを開始すると、どちらの

アップデートも失敗します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 1：ホストイメージのマッピング
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ステップ 3 [Host Image Mapping]ページで、[Add Image]をクリックします。
[Download Image]ダイアログボックスが開きます。次のフィールドに入力します。

説明名前

イメージが配置されているリモートサーバのタイプ。次のいず

れかになります。

• FTP

• HTTP

選択したリモートサーバによって、表示されるフィー

ルドが変わります。

（注）

[Download Image From]ドロッ
プダウンリスト

リモート FTPまたは HTTPサーバの IPアドレス。[FTP]または [HTTP Server IP
Address]フィールド

リモート FTPまたは HTTPサーバのパスおよびファイル名。

パスワードには、最大 80文字を使用できます。

•ホストイメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .isoまたは .imgになります。

•診断イメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .diagになります。

[FTP]または[HTTP File Path]
フィールド

リモートサーバのユーザ名。

ユーザ名は 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Username]フィールド

ユーザ名のパスワード。

パスワードは 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Password]フィールド

ステップ 4 [Download]をクリックします。
[Host ImageMapping]ページが開きます。 [Host ImageMapping Status]領域で、イメージダウンロー
ドのステータスを表示できます。イメージが正常にダウンロードされ、処理された後、ページが

リフレッシュされます。ページがリフレッシュされた後、新しいイメージが [Image Information]
領域に表示されます。
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ステップ 5 [Image Information]領域で、マップするイメージを選択し、[Map Selected Image]をクリックしま
す。

イメージがマップされ、USBコントローラの仮想ドライブにマウントされます。仮想ドライブに
は、次のいずれかを指定できます。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• CD/DVD：ブート可能 CD-ROMまたは DVDドライブ

ステップ 6 イメージをマウントする仮想ドライブが最初のブートデバイスになるようにブート順を設定しま

す。

ブート順序を設定するには、サーバのブート順の設定, （13ページ）を参照してください。

イメージがどの仮想ドライブにマウントされているか確認するには、[Host ImageMapping]
ページの [Host Image Update Status]領域を参照してください。

ヒント

ステップ 7 サーバをリブートします。

ステップ 8 イメージに応答ファイルが含まれる場合、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイ

ンストールが自動的に実行され、イメージがインストールされます。含まれない場合、インス

トールウィザードが表示されます。ウィザードステップに従ってイメージをインストールしま

す。

ステップ 9 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後もディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバをインストールする

手順については、適切なオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照し

てください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムにドライバをインストールする手順については、
Microsoft Windows Server用ドライバのインストール, （8ページ）を参照してください。

次の作業

•インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定に戻します。

•ホストイメージのマッピングを解除します。ホストイメージのマッピング解除, （9ペー
ジ）を参照してください。

Microsoft Windows Server 用ドライバのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムやハイパーバイザが事前にイン
ストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、Microsoft Windows Serverを自分でイン
ストールした場合は、ドライバをインストールする必要があります。

（注）
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Microsoft Windowsオペレーティングシステムでは、3種類のドライバをインストールする必要が
あります。

• Windows 2008 R2用オンボードネットワークドライバ

• Windows 2008 R2用 LSIドライバ（オンボードハードウェア RAIDコントローラ）

• Windows 2008 R2用 Intelドライバ

Windows 2012では、追加ドライバは必要ありません。（注）

10ギガビットアドオンカードを購入した場合は、Windows 2008 R2用の 10G PCIeネットワーク
ドライバもインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 ドライバを Cisco.comからダウンロードします。シスコからのソフトウェアの取得を参照してく
ださい。

ステップ 2 ドライバファイルを USBフラッシュドライブにコピーします。

ステップ 3 所有するMicrosoft Windows Serverをインストールします。
インストールプロセス中に、LSIドライバの設定を求めるプロンプトが表示されます。

ステップ 4 USBフラッシュドライブを Eシリーズサーバの USBスロットに接続し、LSIドライバをインス
トールします。

ステップ 5 Microsoft Windows Serverのインストールが完了したら、オンボードネットワークドライバ
（Broadcom）と Intelドライバをインストールします。

ホストイメージのマッピング解除

はじめる前に

admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 2：ホストイメージのマッピング

ステップ 3 [Unmap Image]をクリックします。
マップされたイメージが USBコントローラの仮想ドライブからアンマウントされます。

VMware vSphere Hypervisor のダウンロードとインストー
ルの基本的なワークフロー

VMware FL-SRE-V-HOSTライセンスを使用する場合（VMware vSphere Hypervisor™ 5.Xに相
当）、使用している RAMが 32 GB以下であることを確認してください。 RAMが 32 GBより
も大きい場合はエラーメッセージが表示され、ライセンスを適用することができません。 48
GB RAMを使用するには、ライセンスを FL-SRE-V-HOSTVCにアップグレードします。

注意

•カスタマイズした VMware vSphere Hypervisor™イメージをダウンロードします。

• VMware vSphere Hypervisorのイメージをインストールします。

• VMware vSphere Hypervisor™に固定 IPアドレスを割り当てます。

• vSphere Clientをダウンロードし、インストールします。
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カスタマイズした VMware vSphere Hypervisor イメージのダウンロード

手順

ステップ 1 https://my.vmware.com/web/vmware/loginに移動します。
[VMware Login]ページが表示されます。

ステップ 2 VMwareクレデンシャルを入力し、[Log In]をクリックします。
VMwareのアカウントをお持ちでない場合は、[Register]をクリックして無料のアカウントを作成
します。

ステップ 3 [Support Requests]ペインの [Knowledge Base]をクリックします。

ステップ 4 右上にある [Search]フィールドに ESXi-5.0.0-623860-custom-Cisco-2.0.1.6.isoと入力し、[Search]を
クリックします。

ステップ 5 [Search Results]の [Download VMware View 5.1]をクリックし、カスタマイズした VMware vSpere
Hypervisor™イメージをダウンロードします。

次の作業

VMwarevSpereHypervisor™イメージをインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。

VMware vSphere Hypervisor へのスタティック IP アドレスの割り当て
スタティック IPアドレスをVMware vSphere Hypervisor™に割り当てるには、次の手順を実行しま
す。

はじめる前に

•カスタマイズしたVMware vSphereHypervisor™イメージをダウンロードします。カスタマイ
ズした VMware vSphere Hypervisorイメージのダウンロード, （11ページ）を参照してくだ
さい。

カスタマイズしたイメージをダウンロードするには、VMwareにアカウントが
必要です。

（注）

•イメージを Eシリーズサーバにインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、最初のセットアップ時にCIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入
力して、CIMCにログインします。
CIMCのホームページである [Server Summary]ページが表示されます。

ステップ 2 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 3 KVMコンソールから、[KVM]タブをクリックし、次の手順で IPアドレスを設定します。
a) F2を押して VMware vSphere Hypervisor™の DCUIカスタマイズメニューにアクセスします。

[DCUI]ログインページが表示されます。

b) [DCUI]にログインします。
[System Customization]ページが表示されます。

c) [System Customization]ページの [Configure Management Network]をクリックします。
[ConfigureManagement Network]ページが表示されます。このページには、[Network Adapter]な
どいくつかのメニューオプションがあります。 [Network Adapter]メニューオプションを使用
すると、既存のネットワークアダプタとアクティブなネットワークアダプタを表示できます。

デフォルトでは、ネットワークアダプタ vmnic0がアクティブです。このアダプタ
がアクティブであることを確認します。

（注）

d) [Configure Management Network]ページの [IP Configuration]メニューオプションをクリックし
ます。

スタティック IPアドレスを割り当てるには、次を実行します。

• [IPConfiguration]ダイアログボックスで、スタティック IPアドレスを使用することを指定
するオプションボタンをオンにします。

•該当するフィールドに IPアドレス、ネットワークマスク、およびゲートウェイ IPアドレ
スを入力し、Enterを押します。 [ConfigureManagement Network]ページが表示されます。

• [Configure Management Network]ページで ESCキーを押します。 [Configure Management
Network Confirm]ダイアログボックスが表示されます。

• yと入力して変更を受け入れ、管理ネットワークを再起動します。

e) ルータ設定で、ルートを VMware vSphere Hypervisor™ホスト IPアドレスに追加します。
たとえば、ホスト IPアドレスが 192.168.1.25で、ucseインターフェイスが ucse 2/0の場合、次
のルートを追加します。

ip route 192.168.1.25 255.255.255.255 ucse2/0

f) vSphere Clientをインストールします。 vSphere Clientのダウンロードとインストール, （13
ページ）を参照してください。 vSphere Clientから、ホストの IPアドレスを使用して VMware
vSphere Hypervisor™にログインします。
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vSphere Client のダウンロードとインストール
vSphere Clientをダウンロードおよびインストールするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• VMware vSphere Hypervisor™には、必ずスタティック IPアドレスを割り当てます。 VMware
vSphere Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て, （11ページ）を参照してくだ
さい。

•ネットワーク接続があることを確認します。 vSphere Clientをダウンロードするには、イン
ターネットへの接続が必要になります。

vSphere Clientには、初めて使うユーザ向けのオンラインチュートリアルがあります。また、
インラインコンテンツとしてセットアップ用のアシスタント機能が組み込まれています。こ

のアシスタント機能を使用すると、簡単な手順に従って仮想インフラストラクチャを設定でき

ます。経験豊富なユーザは、このインラインコンテンツのアシスタント機能を無効にするこ

とを選択できます。

（注）

手順

ステップ 1 https://hypervisor-ip-addressにアクセスします。 VMware Webサイトに移動し、[Welcome]ページ
が表示されます。

ステップ 2 [Download vSphereClient]をクリックしてから、[Run]をクリックして、vSphereClientをダウンロー
ドします。 VMware vSphere Clientがインストールされ、VMware vSphere Clientへのショートカッ
トアイコンがデスクトップに表示されます。

ステップ 3 [VMware vSphere Client]アイコンをクリックして、ログインウィンドウを表示します。

ステップ 4 VMware vSphere Hypervisor™を管理するには、VMware vSphere Hypervisor™の IPアドレスまたは
ホスト名と、ユーザ名およびパスワードを入力し、[Login]をクリックします。VSphereClientGUI
が表示されます。

事前にインストールされている VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名は
rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトのパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

サーバのブート順の設定
CIMC GUIまたは BIOSセットアップメニューを使用し、サーバのブート順を設定できます。
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CIMC GUI によるサーバのブート順の設定

はじめる前に

CIMCに admin特権を持つユーザとしてログインします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 3：BIOS

ステップ 3 [Actions]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。
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[Configure Boot Order]ダイアログボックスが表示されます。

図 4：[Configure Boot Order] ダイアログボックス

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、必要に応じて次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サーバのブートオプション。次のものがあります。

• HDD：ハードディスクドライブ。次のオプションがあり
ます。

• Cypress

• PCI RAIDアダプタ

• Linux仮想 FDD/HDD

• FDD：フロッピーディスクドライブ。次のオプションが
あります。

◦ Linux仮想フロッピー

• CD/DVD：ブート可能CD-ROM。次のオプションがありま
す。

◦ Linux仮想 CD/DVD

•ネットワークデバイス（PXE）：PXEブート。次のオプ
ションがあります。

◦コンソールまたは GE0

•コンソール：Cisco 2900およびCisco 3900シリー
ズ ISR G2に適用可能。

• GE0：Cisco 4400シリーズ ISRに適用可能。

◦ GE1

◦ GE2

◦ GE3：ダブル幅 Eシリーズサーバに適用可能。

•内部 EFIシェル：内部 Extensible Firmware Interface。

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [BootOrder]テーブルに移動します。Add >

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除しま
す。

< Remove

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行さ

れる順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル
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説明名前

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプライ
オリティに移動します。

Up

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプライ
オリティに移動します。

Down

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加され

る場合があります。

次の作業

•サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

BIOS セットアップメニューによるブート順の設定
Eシリーズサーバに直接接続されている USBや外部 CD ROMドライブなど、外部のブート可能
なデバイスからサーバをブートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 ブート中にプロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップメニューにアクセスしま
す。
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[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 5：BIOS セットアップメニュー

ステップ 6 [Boot]タブをクリックします。

ステップ 7 ページ下部の [Boot Options Priority]領域の下までスクロールします。次のブートオプションの優
先順位が表示されます。

• Floppy Drive BBS Priorities

• Network Device BBS Priorities

• Hard Drive BBS Priorities

• CD/DVD ROM Drive BBS Priorities

ステップ 8 キーボードの↑または↓キーを使用して、適切なオプションを強調表示します。

ステップ 9 Enterを押して強調表示したフィールドを選択します。

ステップ 10 [Boot Option 1]として適切なデバイスを選択します。

ステップ 11 F4を押して、設定を保存して終了します。
BIOSセットアップの [Main]タブに、[Boot Option 1]として設定したデバイスが表示されます。
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